
保呂羽山少年自然の家　体験活動プログラム

◆ 関連付けて取り組みやすい各教科等の内容

・

・

など

※学校の実態に応じて、総合的な学習の時間と関連付けて実施することも可能です。

◆ 活動の様子

◆ 活動を通して育成が期待される主な資質・能力

小学校　理科　第６学年　Ｂ生命・地球　(４)土地のつくりと変化

中学校　理科　第１学年　第２分野　（２）大地の成り立ちと変化

【用具を使って化石を採取している様子】 【化石について先生と考察を深める子ども】

実際の社会や生活で生きて働く 問題を発見する姿

知識及び技能の習得 「それは、どういうことか？」

未知の状況にも対応できる 解決に向けて他者と関わろうとする姿

思考力・判断力・表現力等の育成 「こうするとよいのではないか？」

学んだことを人生や社会に生かそうとする 主体的に問題解決を図ろうとする姿

学びに向かう力、人間性等の涵養 「こう考えるがどうか？」

プログラム名 化石掘り

ねらい
　大地の下がどのようになっているのか予想し、大地のつくりについて問題を見いだした
り、化石を採取したりすることを通して、昔のその場所の様子を考えることができる。

内　容
 ハンマーとタガネを使って実際に化石を採取したり、地層に含まれている構成
物を採取したりします。（化石掘りは出前での実施も可能です。）

学習指導要領に示されている資質・能力 “｢問い｣を発する子ども”の具体的な姿

○

○



◆ プログラムの展開例 「化石掘り」

・ ６年生理科の土地のつくりと変化の授業を進め、地層について調べる。

・ 体験を今後の学習に生かすために、ワークシート等に化石掘りのめあてや調べ

たいことを記入する。

１． ・ 学校での事前学習を想起させ、め

あてや活動のポイントを確認する。

・ めあて、活動の流れを確認する。 ・ ハンマーとたがね、防護めがねの

・ 安全に関する注意点を確認する。 使い方を指導する。

２． ・

・

・

3． 活動のまとめをする。【５分】 ・

4． ・ 気付いたことを発表させる。

・ 採取した化石を保護するためにコーティングを行う。

・ 採取した化石を教材として、理科の授業を展開する。

児　童　生　徒　の　活　動　内　容 指　導　者　側　の　留　意　点

活動のめあて等を確認する。【１０分】

☆次のような「“問い”を発見し、解決に向かって試行錯誤する場面」を支援します☆

活動を振り返る。【５分】

学校等での
事前学習

※必要に応じて

場所を移動し、化石に関する話を聞いた
り、化石掘りをしたりする。　【７０分】

活動に往復２０分の徒歩移動が含ま
れることを考慮しておく。

どのような岩に化石があり、その化
石からここは昔どのような場所だっ
たのかなど、考えながら活動するよう
助言する。【学校職員】

化石をなかなか見付けられない児童
生徒に適宜支援をする。【学校職
員】

どのような場所で、どのように化石が
できるのかを考えさせる。

学校等での
事後学習

※必要に応じて

保呂羽山
少年自然の家

での
学習

【９０分】

・どんな岩に化石があるのかな？
・どんな化石が見つかるのかな？
◎この化石はどんな場所でできたの？

・割れやすい岩の境目に化石があるよ。
・貝や木の破片の化石があったよ。
◎貝があったから、元は海だったんだ。

発言：児童生徒

支援：指導者

化石を見つけて大地のひみつを探ろう。

“問い”の例

解決の姿

貝や葉っぱの化石が
出てきたよ。

岩の色が変わっている
境目に化石があるよ。

割れた岩の断面をよく
観察するようアドバイ
スする。

他にどんな化石があ
るか探してみよう。

葉っぱの化石を見つ
けたよ。

どんな海（浅い、深い）で
できたのか考えさせる。



保呂羽山少年自然の家　体験活動プログラム

◆ 関連付けて取り組みやすい各教科等の内容

・

・ 小学校　図画工作　A表現 など

※学校の実態に応じて、特別活動と関連付けて実施することも可能です。

◆ 活動の様子

◆ 活動を通して育成が期待される主な資質・能力

【みんなで自然物を集めている様子】 【作品を見せ合いイメージを膨らませる子どもたち】

実際の社会や生活で生きて働く 問題を発見する姿

知識及び技能の習得 「それは、どういうことか？」

未知の状況にも対応できる 解決に向けて他者と関わろうとする姿

思考力・判断力・表現力等の育成 「こうするとよいのではないか？」

学んだことを人生や社会に生かそうとする 主体的に問題解決を図ろうとする姿

学びに向かう力、人間性等の涵養 「こう考えるがどうか？」

プログラム名 自然素材工作

ねらい
　どんぐりや松ぼっくりなどの数多くの自然素材の感触を確かめたり､自分で拾い集め
た自然物を含めた素材を自由に組み合わせて工作したりする活動を通して､想像力や
直感力を発揮した独創的な作品づくりをすることができる。

内　容
　素材を手にした感触を楽しみながら、土台となるアケビのつるのリースや丸
い板に、グルーガンを使って様々な自然物を接着して作品を仕上げます。

小学校　生活　身近な人々、社会及び自然と関わる活動　（５）季節の変化と生活　（６）自然や物を
使った遊び

学習指導要領に示されている資質・能力 “｢問い｣を発する子ども”の具体的な姿

○

○

活動内容が分かる画像（遠景）
活動中の子ども同士の関わりや子どもと
指導者との関わりが分かる画像（近景）



◆ プログラムの展開例 「自然素材工作」

・

・ 学校や家庭で、身の回りにある秋の自然物を集める。

１． ・

２． ・

・ 活動の留意点を伝える。

３． ・

･ 自分で集めた素材を工夫して使う

ことを伝える。 ・

・

４． 活動のまとめをする。【５分】 ・

・ 道具、素材の後片付けをする。

５． ・

・

・ 自然物を使った遊び道具を作り、保育園等に出向いて遊ぶ活動に発展させる。

様々な素材を自由に組み合わせて、自分なりの作品を作る機会を設ける。

児　童　生　徒　の　活　動　内　容 指　導　者　側　の　留　意　点

活動のめあてを確認する。【３分】

作り方の説明をする。【５分】

☆次のような「“問い”を発見し、解決に向かって試行錯誤する場面」を支援します☆

活動を振り返る。【５分】 振り返りのポイントを示す。

学校等での
事前学習

※必要に応じて

いろいろな素材に触れさせ、工作へ
のイメージを膨らませる。

制作の手順や気をつけること（特に
やけどへの注意喚起）と時間の目安
を設定し、ゴールの見通しをもたせ
る。

自然物を組み合わせて工作活動をする。　
【62分】

自然物がどのような場所で拾える
か、その特徴は何かなど、素材に関
する質問に答えられるよう事前に関
係者間で情報を共有する。

素材の組み合わせやその接着につ
いて適宜支援をする。【学校職員】

自然物の特徴を生かした作品づくり
をしている児童を褒める。【学校職
員】

自分が作品を作るにあたり、工夫し
たことをまとめる。

学校等での
事後学習

※必要に応じて

友達の作品を鑑賞して互いの工夫したところや気に入ったところを話したり、季節の
変化を自分の生活の中に取り入れて楽しむ計画を立てたりする。

保呂羽山
少年自然の家

での
学習

【８０分】

秋のそざいでへやかざりを作ろう

◎昆虫を作るにはどうすればいいかな？
・このエビフライみたいな材料は、どう    
 やってできたのかな？
◎どうして松ぼっくりはうまく立たないの
 かな？

◎図鑑を見ると虫は体が３つになってるか
 ら３個組み合わせてみよう。
・「森のエビフライ図鑑」にリスが載って
 る。リスの食事の食べ残しなんだ！
◎土台に筒みたいのを敷いてみよう。

発言：児童生徒

支援：指導者

“問い”の例

解決の姿

昆虫図鑑を見てこよ
う。

松ぼっくりの下って
丸くなってる！

工作のヒントを示唆
したり、友だちから
工夫点を見つけるよ
うアドバイスする。

○○君のやり方工夫
しててすごい！

他の素材も見てみ
よう。

自分なりに工夫していると
ころを見つけてあげる。



火起こし



・どうやれば上手く回せるのかな？

・どうやれば火種から着火できるのかな？

◎火を起こせるようになってどんな風

に生活が変わったのかな？

・力を入れる強さとタイミングが大事だね。

・板をしっかり押さえると回しやすいよ。

・火種が消えないように細く⾧く息を吹こう。

◎食事や夜の活動など生活スタイルに変化が

あったんじゃないかな。

発言：児童生徒

支援：指導者

縄文人になって、生活に大切な火を起こ

そう。

“問い”の例

解決の姿

リズムよく回したら

煙が出てきたよ。

煙が濃くなり、火種が

できるまで根気強く回

すようアドバイスする。 リズムよく回す方法

が分かってきたよ。

・火種を消さずに大きくする

方法を考えさせながらアドバ

イスする。

スムーズに回すのはむ

ずかしいね。

火種が消えてしまうよ、

むずかしいね。



陶芸



◎皿を手びねりで作ってみようかな？

◎湯飲みは、ひもづくりがいいかな？

・模様をつけるにはどうしたらいい？

◎ひもづくりだときれいにできるね。

◎手びねりやひもづくりだとおもし

ろいかたちになるね。

・竹ぐしや竹へらも使えるね。

発言：児童生徒

支援：指導者

作り方を工夫しながら、作品を作ろう！

“問い”の例

解決の姿

手びねりだと厚さが

一定にならないな。

ひもづくりだとすきま

を埋めるのが大変だ。

作りやすさ、作品のお

もしろさなどの視点か

ら作り方を考えさせる。

表面をきれいに仕上

げる方法を考えよう。

余った粘土で、かざ

りをつけてみよう。

作品の仕上げ方についてア

ドバイスする。



セミの抜け殻の観察

活動内容が分かる画像（遠景）
活動中の子ども同士の関わりや子どもと

指導者との関わりが分かる画像（近景）



・

・

昆虫のからだのつくりは、セキツイ動

物とどんな違いがあるのか？

◎セミの抜け殻は、どうなっているのだろ

うか？

◎無セキツイ動物ってどんなからだなんだ

ろう。

・足の数が違うね。

・体の外側が硬いよ。

◎セキツイ動物と比較するとまとめやすい

よ。

発言：児童生徒

支援：指導者

“問い”の例

解決の姿

堅そうだけど壊れや

すいな。

大きさや色で分ける

ことはできないか

分り易い特徴から

分類するように促

す。

他にも違いはあるの

かな。

腹部に気門がある

ね。

からだの表面の様子に着目

させる。


